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神
奈
川
の

東
京
湾
で
二

枚
貝
の
養
殖

を
行
う
こ
と

で
漁
業
者
の

収
入
安
定
を

目
指
そ
う
と

い
う
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た
▼

す
で
に
カ
キ
養
殖
は
行

わ
れ
、
販
売
ま
で
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
今
度
は
、
ホ
タ

テ
の
養
殖
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
▼

ホ
タ
テ
の
養
殖
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
は
、
横

浜
市
漁
協
柴
支
所
で
す
。

平
成
二
十
五
年
度
に
青

森
県
か
ら
稚
貝
を
購
入

理
事
長　

後
　
藤
　
　
勇

公
益
財
団
法
人　

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
神
奈
川
県
栽

培
漁
業
協
会
の
事
業
に
対
し

て
皆
様
の
ご
理
解
と
多
大
な

ご
支
援
を
頂
き
、
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

神
奈
川
県
の
沿
岸
漁
業
は
、

近
年
、
漁
獲
の
種
類
、
漁
獲

量
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
そ
の
変
化
に
対
し
て
漁

家
経
営
も
順
応
し
て
い
け
る

漁
家
と
非
常
に
厳
し
い
経
営

を
迫
ら
れ
て
い
る
漁
家
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
的
規
模
で
海
洋
環
境

が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
水

産
資
源
の
分
布
や
変
動
も
過

去
の
経
験
で
予
測
が
つ
か
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

相
模
湾
で
は
昨
年
に
引
き

続
き
、
ヒ
ラ
メ
が
豊
漁
で
し

た
が
、
持
続
的
な
漁
獲
を
確

保
し
て
い
く
に
は
、
資
源
の

管
理
を
今
ま
で
以
上
に
し
た

う
え
で
、
種
苗
放
流
を
続
け

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
磯
根
で
は
、
ア
イ

ゴ
や
ガ
ン
ガ
ゼ
の
食
害
を
軽

減
し
、
ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
の

海
中
林
を
回
復
し
て
い
き
、

ア
ワ
ビ
サ
ザ
エ
の
餌
料
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
が
、
資
源

を
回
復
す
る
一
歩
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

相
模
湾
で
は
、
定
置
網
に

七
万
尾
の
数
十
年
ぶ
り
に
大

漁
が
あ
り
、
キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ

も
定
置
網
、
遊
漁
で
捕
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
、
久
々
の

活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
東
京
湾
で
は
、
五

年
間
も
シ
ャ
コ
の
禁
漁
を
続

け
て
い
ま
す
が
、
一
向
に
資

源
の
回
復
が
見
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

不
明
の
点
も
多
い
の
で
す
が
、

東
京
湾
の
底
層
で
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
貧
酸
素
水
塊
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
が
疑
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
原
因
は
埋
め
立
て
地

を
造
成
す
る
た
め
浅
場
を
少

な
く
し
た
こ
と
や
、
東
京
湾

の
海
底
を
深
堀
し
た
こ
と
な

ど
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

栽
培
漁
業
は
、
畑
づ
く
り
、

種
づ
く
り
、
人
づ
く
り
が
大

切
で
す
。
栽
培
漁
業
協
会
は

種
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き

ま
す
が
、
畑
づ
く
り
と
人
づ

く
り
は
漁
業
者
と
県
民
み
ん

な
の
力
を
あ
わ
せ
て
豊
か
な

相
模
湾
と
東
京
湾
を
作
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
大
漁
を
祈
念
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

し
て
柴
漁
港
で
養
殖
試

験
を
開
始
し
ま
し
た
▼

夏
季
は
水
温
が
高
く
ム

ラ
サ
キ
イ
ガ
イ
や
フ
ジ

ツ
ボ
な
ど
が
付
着
す
る

た
め
養
殖
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

冬
季
は
水
温
が
東
北
以

北
と
比
べ
高
い
の
で
成

長
が
早
い
そ
う
で
す
▼

一
方
、
カ
キ
は
平
成
二

十
一
年
か
ら
横
須
賀
市

東
部
漁
協
が
養
殖
試
験

に
取
り
組
み
、
今
で
は

殻
付
き
で
年
間
一
ト
ン

を
生
産
し
て
い
ま
す
▼

神
奈
川
県
は
東
京
湾
の

水
産
資
源
増
大
に
つ
な

が
れ
ば
、
と
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
の
ヒ
ラ
メ
漁
獲

量
を
統
計
値
が
あ
る
一
九
五

二
年
か
ら
見
て
み
る
と
、
一

九
五
二
〜
一
九
七
六
年
の
漁

獲
量
は
増
減
の
変
動
は
あ
る

も
の
の
四
十
二
〜
百
二
十
二

ト
ン
で
推
移
し
て
い
た
が
、

一
九
七
七
年
以
降
は
急
激
に

減
少
し
始
め
一
九
八
七
年
に

は
過
去
最
低
の
二
十
二
ト
ン

ま
で
減
少
し
た
。

　

一
九
八
七
年
か
ら
開
始
さ

れ
た
種
苗
放
流
の
翌
年
か
ら

漁
獲
量
が
増
加
し
始
め
、
一

九
九
七
年
に
は
七
十
八
ト
ン

ま
で
回
復
し
た
。
そ
の
後
は

増
減
を
繰
り
返
し
、
二
〇
〇

七
年
に
は
五
十
五
ト
ン
ま
で

低
下
し
た
が
、
二
〇
〇
八
年

以
降
は
増
加
に
転
じ
、
二
〇

一
四
年
は
速
報
値
で
は
あ
る

が
百
六
ト
ン
〜
と
一
九
七
六

年
以
来
の
百
ト
ン
台
と
な
っ

た
。（
図
）

　

一
九
八
七
年

か
ら
開
始
さ
れ

た
種
苗
放
流
は
、

初
年
度
は
〇
・

六
万
尾
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
、

徐
々
に
増
加
し

一
九
九
〇
〜
二

〇
〇
三
年
ま
で

は
四
十
〜
六
十

万
尾
を
放
流
し

た
。
二
〇
〇
四

年
以
降
は
放
流

尾
数
が
減
少
し
、

近
年
は
二
十
五

万
尾
前
後
と
少

な
く
な
っ
て
い

る
。

　

混
入
率（
放
流
魚
の
割
合
）

に
つ
い
て
も
、
種
苗
放
流
尾

数
が
多
い
年
よ
り
も
若
干
の

遅
れ
は
あ
る
も
の
の
一
九
九

二
〜
二
〇
〇
八
年
の
混
入
率

は
九
・
七
〜
２
０
・
０
％
あ

っ
た
が
、
二
〇
〇
九
年
以
降

は
減
少
に
転
じ
た
。
近
年
五

年
間
は
四
・
六
〜
一
〇
・
九

％
と
や
や
低
下
傾
向
で
推
移

し
て
い
る
。（
図
）

　

こ
の
よ
う
に
、
近
年
、
ヒ

ラ
メ
漁
獲
量
は
、
種
苗
放
流

が
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
増
加
し
て
き
て
い

る
。
こ
の
殆
ど
は
、
天
然
魚

が
増
え
て
い
る
こ
と
が
要
因

で
あ
り
、
漁
具
規
制
や
漁
獲

規
制
な
ど
の
資
源
管
理
の
効

果
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

漁
獲
尾
数
か
ら
求
め
た
天
然

魚
の
資
源
尾
数
の
解
析
結
果

は
二
〇
一
一
年
を
境
に
減
少

に
転
じ
て
お
り
、
今
後
の
資

源
動
向
に
は
注
意
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

神
奈
川
県
水
産
技
術
セ
ン

タ
ー　
　
　
　

櫻
井　

繁

ヒラメ種苗放流

図　神奈川県におけるヒラメ漁獲量、種苗放流尾数及び混入率

漁
獲
量
と
種
苗
放
流
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放流されるマダイ種苗

　

平
成
二
十
七
年
度
の
マ
ダ

イ
種
苗
放
流
は
、
八
月
八
日

に
東
京
湾
の
横
浜
市
金
沢
区

沖
か
ら
湯
河
原
町
福
浦
ま
で

の
十
三
か
所
で

七
十
二
万
千
五

百
尾
を
四
百
ト

ン
の
活
魚
運
搬

船
を
借
り
上
げ

て
行
い
ま
し
た
。

平
均
全
長
は
七

十
五
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
で
し
た
。

　

表
に
示
す
よ
う
に
事
業
分

は
、
栽
培
漁
業
協
会
に
納
付

し
て
頂
い
て
い
る
漁
業
者
負

担
金
、
遊
漁
協
力
金
分
、
協

力
金
は
マ
ダ
イ
釣
人
・
釣
船

が
二
十
六
年
度
に
寄
付
し
て

頂
い
た
分
で
す
。
こ
れ
ら
の

資
金
で
放
流
し
た
尾
数
は
三

十
八
万
一
千
尾
で
す
。

　

公
益
財
団
法
人
相
模
湾
水

産
振
興
事
業
団
、
日
釣
工

（
つ
り
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
）
、

西
部
事
業
団
（
横
須
賀
西
部

水
産
事
業
団
）
、
み
う
ら
漁

協
、
江
の
島
片
瀬
漁
協
、
二

宮
町
は
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に

種
苗
を
買
っ
て
頂
き
放
流
し

た
も
の
が
三

十
四
万
尾
で

し
た
。

　

活
魚
運
搬

船
で
の
放
流

外
、
東
京
湾

南
部
水
産
振

興
業
団
で
一

万
三
千
五
百

尾
、
そ
の
他

各
種
イ
ベ
ン

ト
等
で
六
千

九
百
尾
を
放

流
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を

合
計
す
る
と

七
十
五
万
尾

を
平
成
二
十

七
年
度
に
放

流
し
ま
し
た
。

こ
の
種
苗
が

漁
獲
さ
れ
る

の
は
三
年
後

か
ら
で
、
主

に
四
年
か
ら

六
年
後
に
回

収
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

第
三
十
九
回

「
相
模
湾
の
環

境
保
全
と
水
産

振
興
」
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、

「
相
模
湾
の
定

置
網
漁
業
の
現

状
、
課
題
と
今

後
の
方
向
に
つ

い
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
昨
年
十

月
二
十
日
、
小

田
原
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

東
京
海
洋
大
学
の
有
元
貴

文
氏
が
「
外
か
ら
見
直
す
日

本
の
定
置
網
漁
業
〜
現
状
と

今
後
の
課
題
」
に
つ
い
て
基

調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
井
県
の
鮎
川
航
太
氏
が

「
若
狭
湾
の
定
置
網
漁
業
と

魚
群
行
動
調
査
の
可
能
性
」
、

静
岡
県
の
鈴
木
勇
己
氏
、
神

奈
川
県
の
高
村
正
造
氏
が

「
相
模
湾
の
定
置
網
漁
業
の

漁
獲
量
と
魚
種
組
成
の
推

移
」
、
網
代
漁
業
の
泉
澤
宏
、

林
晋
也
の
両
氏
が
「
定
置
網

で
漁
獲
さ
れ
る
魚
の
価
格
向

上
の
取
り
組
み
」
と
題
し
話

題
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

工
藤
盛
徳
東
海
大
学
名
誉

教
授
が
司
会
し
、
大
磯
町
漁

協
の
加
藤
孝
氏
、
真
鶴
町
漁

協
の
朝
倉
一
志
氏
、
小
田
原

市
漁
協
の
出
口
昇
氏
が
定
置

網
漁
業
経
営
の
取
組
に
つ
い

て
現
場
か
ら
の
意
見
を
発
表
、

討
論
し
ま
し
た
。

シンポジウム会場

相模湾シンポジウム開く

　

一
人
乗
り
漁
船
な
ど
の
船

舶
乗
組
員
が
誤
っ
て
海
に
転

落
し
た
り
急
病
に
罹
っ
た
と

き
に
直
ち
に
救
援
体
制
が
と

れ
る
よ
う
に

す
る
「
小
型

漁
船
救
急
支

援
連
絡
シ
ス

テ
ム
」
の
説

明
・
落
水
実

験
公
開
デ
モ

が
昨
年
十
月
、

横
須
賀
市
大

楠
漁
協
の
漁

業
者
三
十
人

が
参
加
し
て

佐
島
漁
港
で

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
装
置
を
開
発
し
た
メ

ー
カ
ー
の
説
明
の
後
、
漁
船

か
ら
人
が
落
水
す
る
と
直
ち

に
陸
上
の
救
急
信
号
受
信
装

置
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
出
し
、

参
加
し
た
漁
業
者
は
、
そ
の

速
さ
に
驚
き
の
声
を
上
げ
て

い
ま
し
た
。

　

説
明
会
を
行
っ
た
の
は
神

奈
川
県
漁
業
無
線
協
会
（
磯

部
進
会
長
）
で
す
。
同
協
会

で
は
、
神
奈
川
県
が
装
備
し

た
受
信
装
置
が
、
昨
年
四
月

か
ら
漁
業
無
線
局
で
運
用
が

開
始
さ
れ
、
ま
た
、
漁
業
者

が
救
急
信
号
発
信
装
置
を
取

り
付
け
る
際
、
沿
岸
漁
業
改

善
資
金
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
、
救
難
体
制
が
一
段
と
整

っ
た
と
話
し
て
い
ま
す
。

落水デモ

小
型
船
舶
救
急
支
援
装
置
説
明
会
開
く

　

平
成
二
十
七
年
度
神

奈
川
県
漁
業
者
交
流
大

会
は
一
月
八
日
午
後
一

時
か
ら
、
横
浜
市
栄
区

の
あ
ー
す
ぷ
ら
ざ
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

合
計
四
名
の
漁
業
士

認
定
書
授
与
式
の
あ
と
、

「
横
須
賀
の
新
ブ
ラ
ン

ド『
養
殖
カ
キ
』」
に
つ

い
て
」
活
動
発
表
、
引

き
続
き
、
県
漁
業
士
会

の
活
動
紹
介
、
磯
焼
け

な
ど
に
つ
い
て
話
題
提

供
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

金沢

久里浜

松輪

小田和湾

葉山

腰越腰

江ノ島片瀬

茅ヶ崎

二宮・大磯・平塚

小田原

岩

真鶴

福浦

　合　計

25,000

50,000

50,000

25,000

25,000

25,000

25,000

25,000

25,000

25,000

300,000

14,000

24,000

15,000

1,000

8,000

8,000

5,000

2,000

4,000

81,000

39,000

74,000

65,000

26,000

25,000

8,000

33,000

30,000

27,000

29,000

0

25,000

0

381,000

10,000

10,000

0

10,000

25,000

20,000

5,000

10,000

10,000

100,000

50,000

100,000

50,000

200,000

8,000

8,000

9,000

9,000

18,500

18,500

5,000

5,000

89,000

174,000

124,000

34,000

35,000

18,000

51,500

40,000

57,000

49,000

5,000

35,000

10,000

721,500

合計二宮町江ノ島片瀬みうら漁協西部事業団日釣工相模湾事業団小計協力金事業分放流場所

平成27年度活魚運搬船によるマダイ放流（供給事業含む）

七
十
二
万
尾
放
流

マ
ダ
イ
種
苗

平成27年度

神
奈
川
県
漁
業
無
線
協
会

漁
業
者
交
流
大
会

一
月 

八
日

　

当
協
会
の
理
事
で
も
あ
る

藤
沢
市
漁
協
の
葉
山
一
郎
組

合
長
は
、
昨
年
十
一
月
十
九

日
に
東
京
千
代
田
区
の
如
水

会
館
で
開
催
さ
れ
た
二
〇
一

五
年
度
漁
協
運
動
功
労
者
表

彰
式
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

葉
山
組
合
長
は
、
長
年
に

わ
た
り
同
漁
協
の
組
合
長
と

し
て
漁
協
の
経
営
安
定
に
努

め
、
当
協

会
理
事
を

は
じ
め
神

奈
川
県
漁

連
役
員
な

ど
の
要
職

も
歴
任
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
産
資
源
の
維
持

増
大
を
目
指
し
、
ハ
マ
グ
リ

稚
貝
の
放
流
や
ナ
ガ
ラ
ミ
の

資
源
管
理
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ

ら
の
貝
類
は
安
定
し
て
漁
獲

さ
れ
、
特
に
ハ
マ
グ
リ
は
、

藤
沢
市
民
な
ど
が
朝
市
で
購

入
す
る
の
を
楽
し
み
に
す
る

ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
藤
沢
市
と
協
力
し

て
「
ハ
マ
グ
リ
種
苗
放
流
体

験
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
す
る

な
ど
、
市
民
と
の
交
流
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

葉山組合長

藤
沢
市
漁
協
・
葉
山
組
合
長

漁
協
運
動
功
労
者
表
彰
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さ
い
ば
い
漁
業
っ
て
何 

⑲

公
益
財
団
法
人

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

専
務
理
事
　
今

井

利

為

あけましておめでとうございます　公益財団法人神奈川県栽培漁業協会の事業の発展を祈念いたします

サ
ザ
エ
の
混
獲
率

回
収
率

　

当
協
会
は
、
神
奈
川
県
下

の
海
を
豊
か
に
す
る
た
め
、

水
産
種
苗
の
生
産
・
放
流
、

配
布
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
県
下
各
地
の

種
苗
放
流
イ
ベ
ン
ト
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
当
協
会
が

生
産
し
た
マ
ダ
イ
、
ク
ロ
ダ

イ
、
カ
サ
ゴ
に
加
え
、
当
協

会
が
確
保
し
た
ヒ
ラ
メ
種
苗

の
放
流
も
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
「
栽
培

普
及
啓
発
事
業
」
の
一
環
と

し
て
行
な
っ
た
も
の
で
、
今

年
度
は
、
昨
年
六
月
の
長
井

漁
港
で
ヒ
ラ
メ
種
苗
放
流
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
の
を
皮

切
り
に
、
十
月
の
東
扇
島
東

公
園
で
の
ク
ロ
ダ
イ
種
苗
放

流
ま
で
、
十
二
回
の
種
苗
放

流
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
し
ま
し

た
。

　　

昨
年
六
月
七
日
、
百
五
十

人
が
参
加
し
、
横
須
賀
市
長

井
町
の
荒
崎
海
岸
で
、
浜
辺

の
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
に
参

加
し
て
い
た
親
子
づ
れ
百
五

十
人
が
、
千
尾
の
ヒ
ラ
メ
種

苗
の
放
流
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
し
た
。

　

六
月
二
十
五
日
、
横
浜

市
・
金
沢
小
の
五
年
生
百
三

十
二
人
が
授
業
の
一
環
と
し

て
遊
漁
船
に
乗
り
沖
に
出
て

千
尾
の
カ
サ
ゴ
種
苗
を
放
流

し
ま
し
た
。

　　

七
月
一
日
、

平
塚
漁
港
で
ヒ

ラ
メ
種
苗
千
尾

の
放
流
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
元
の

港
小
五
年
生
が

体
験
授
業
の
一

環
と
し
て
遊
漁

船
で
沖
に
出
て

放
流
し
ま
し
た
。

　　

横
須
賀
市
海

辺
釣
り
公
園
で

釣
り
大
会
に
参

加
し
て

い
た
子

ど
も
た

ち
五
十

人
が
、

七
月
二
十
日
、
千
尾

の
カ
サ
ゴ
種
苗
を
放

流
し
ま
し
た
。

　　

小
田
原
み
な
と
祭
り
が
開

催
さ
れ
た
八
月
二
日
、
地
元

の
関
係
者
三
十
人
が
漁
船
に

乗
り
沖
に
出
て
千
九
百
尾
の

マ
ダ
イ
稚
魚
を
放
流
し
ま
し

た
。
当
協
会
は
祭
り
会
場
で

栽
培
漁
業
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
稚
魚
の
展
示
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
　　

八
月
二
十
九

日
、
横
須
賀
海

辺
釣
り
公
園
で

五
十
人
が
参
加

し
カ
サ
ゴ
種
苗

千
尾
の
放
流
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

七
月
二
十
六
日

に
次
い
で
二
度

目
の
放
流
で
し

た
。

　

九
月
五
日
、

横
浜
・
本
牧
海

釣
り
施
設
で
、

子
ど
も
た
ち
な

ど
百
人
が
ク
ロ

ダ
イ
の
稚
魚
千

尾
を
放
流
し
ま

し
た
。
横
浜
埠
頭
㈱
が
環
境

に
や
さ
し
い
港
づ
く
り
事
業

の
一
環
で
実
施
し
ま
し
た
。

　　

九
月
十
一
日
、
三
浦
市･

名
向
小
の
四
年
生
五
十
人
が

小
網
代
湾
に
千
尾
の
マ
ダ
イ

種
苗
を
放
流
し
ま
し
た
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
小
網
代
パ
ー
ル
海

育
隊
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　　

九
月
二
十
三
日
、
横
浜

ベ
イ
サ
イ
ド
マ
リ
ー
ナ
は
、

「
Ｙ
Ｂ
Ｍ
海
の
学
校
」
事
業

の
一
環
と
し
て
、
四
十
人
が

参
加
す
る
マ
ダ
イ
稚
魚
千
尾

の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

　　

鎌
倉
市
・
腰
越
み
な
と
ま

つ
り
が
九
月
二
十
七
日
に
開

催
さ
れ
、
来
場
し
た
百
五
十

人
の
親
子
が
六
百
尾
の
マ
ダ

イ
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　　

十
月
四
日
、
横
須
賀
市
長

井
町
の
荒
崎
海
岸
の
ク
リ
ー

ン
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
た
親

子
連
れ
な
ど
六
十
人
が
ク
ロ

ダ
イ
種
苗
を
放
流
し
ま
し
た
。

　　

十
月
十
日
、
川
崎
市
の
東

扇
島
東
公
園
の
人
工
海
岸
で

九
十
人
が
参
加
し
て
二
千
尾

の
ク
ロ
ダ
イ
稚
魚
を
放
流
し

ま
し
た
。

◆
横
須
賀
　
ヒ
ラ
メ

◆
金
沢
　
カ
サ
ゴ

◆
平
塚

ヒ
ラ
メ

◆
横
須
賀

　
カ
サ
ゴ

◆
小
田
原
　
マ
ダ
イ

◆
横
須
賀

　
カ
サ
ゴ

◆
横
浜

　
ク
ロ
ダ
イ

◆
三
浦
　
マ
ダ
イ

◆
横
浜
　
マ
ダ
イ

◆
鎌
倉
　
マ
ダ
イ

◆
横
須
賀
　
ク
ロ
ダ
イ

◆
川
崎
　
ク
ロ
ダ
イ

栽培普及啓発事業
県下の海を豊かに! 各地で種苗放流

　　

サ
ザ
エ
の
回
収
率
は
ア
ワ

ビ
と
比
較
す
る
と
非
常
に
高

く
、
二
十
か
ら
四
十
パ
ー
セ

ン
ト
に
達
し
て
い
ま
す
。

長
井
町
漁
協
で
は
放
流
貝
・

天
然
貝
を
合
わ
せ
た
サ
ザ
エ

の
年
漁
獲
量
は
、
三
十
か
ら

百
八
十
ト
ン
と
大
き
く
変
動

し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で

放
流
貝
の
漁
獲
は
年
平
均
十

ト
ン
と
安
定
し
て
い
ま
す
。

二
○
○
二
年
は
全
体
の
漁
獲

量
三
十
三
ト
ン
に
対
し
放
流

貝
が
十
・
二
ト
ン
を
占
め
て

い
ま
し
た
。

　

サ
ザ
エ
の
回
収
率
は
、
他

の
栽
培
漁
業
対
象
種
が
十
パ

ー
セ
ン
ト
前
後
と
比
較
す
る

と
二
十
か
ら
四
十
パ
ー
セ
ン

ト
と
高
く
、
こ
の
数
値
か
ら

は
栽
培
漁
業
の
優
等
生
で
す
。

　

現
在
、
サ
ザ
エ
の
種
苗
は

一
個
二
十
四
・
七
円
で
漁
業

協
同
組
合
へ
販
売
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　

（
つ
づ
く
）

費
用
対
効
果

（左）：漁獲物中放流貝の占める割合（混獲率）は24％であった。
（右）：図２のグラフの内、放流貝の部分を年齢分解した結果
　　　　　　放流後２年及び3年の放流貝で81％を占めていた。 滝口(未発表)

長井町漁協における市場調査結果

平成27年度

マダイ

カサゴ

クロダイ

種苗放流

ヒラメ

種
苗
放
流
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あけましておめでとうございます　公益財団法人神奈川県栽培漁業協会の事業の発展を祈念いたします

売上の一部が
放流事業に寄付される
自販機設置にご協力

ください。

サントリービバレッジサービス株式会社
TEL ０４５ー５７３ー６３６６
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株式会社 北村
〒604-
0051 京都市中京区二条油小路町２９１
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江ノ島電鉄線

至 江ノ
島 至 鎌倉

134

坂ノ下

鎌倉漁協
直売所

鎌倉パーク
ホテル

2016 年（平成 28年）１月１日 第101号

朝市・直販所めぐり

　

鎌
倉
漁
協
は
、

所
属
の
漁
業
者

が
漁
獲
す
る
魚

介
類
の
価
格
安

定
を
目
指
し
、

二
つ
の
水
槽
を

持
ち
、
ま
た
、

冷
蔵
庫
、
製
氷

装
置
を
装
備
し

た
販
売
部
会
直

売
所
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
周
年
サ

ザ
エ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
や
メ
ー
ル
で
予
約
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
特

に
有
名
な
「
鎌
倉
海
老
」
と

呼
ば
れ
る
イ
セ
エ
ビ
を
生
産

者
価
格
で
販
売
し
、
お
客
さ

ん
に
大
好
評
で
す
。

　

漁
模
様
に
よ
っ
て
販
売
し

て
い
る
魚
は
違
い
ま
す
が
、

ヒ
ラ
メ
、
メ
バ
ル
、
カ
サ
ゴ
、

メ
ジ
ナ
、
シ
タ
ビ
ラ
メ
、
カ

ワ
ハ
ギ
な
ど
で
す
。
イ
セ
エ

ビ
、
魚
類
は
水
槽
の
水
温
を

十
五
度
Ｃ
、
サ
ザ
エ
な
ど
の

貝
類
は
十
八
度
Ｃ
で
管
理
し
、

活
き
の
よ
い
魚
介
類
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
茹
で
タ
コ
、
同
漁

協
所
属
の
漁
業
者
が
漁
獲
し
、

自
分
で
加
工
し
た
「
湘
南
し

ら
す
」
の
釜
揚
げ
製
品
な
ど

も
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
大

好
評
な
の
が
乾
燥
し
た
「
鎌

倉
ワ
カ
メ
」
で
す
。
全
国
か

ら
注
文
が
飛
び
込
み
、
中
に

は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
土
産
に

持
っ
て
い
く
、
と
購
入
す
る

人
も
い
る
そ
う
で
す
。

■【アクセス】江の島電鉄の長谷駅を下車し、海岸に向かい、
国道１３４号線を江の島の方向に向かい、徒歩７～８分で鎌倉
漁協（鎌倉市坂の下３２－１３）に到着します。
営業時間:午前９:００―午後４：００（土・日・祝祭日は休み）
■【問い合わせ先】鎌倉漁業協同組合　

サザエ・鎌倉海老(イセエビ)などを生産者価格で販売

鎌倉漁協の販売部会直売所

　

Ｋ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
神
奈
川

ト
ヨ
タ
商
事
（
高
橋
正
夫
社

長
）
は
昨
年
九
月
十
六
日
、

三
浦
市
三
崎
町
城
ケ
島
の
当

協
会
を
訪
れ
、
栽
培
漁
業
の

振
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
、

と
十
万
円
を
寄
付
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
同
グ
ル
ー

プ
の
上
野
建
彦
代
表
か
ら
も

個
人
と
し
て
五
万
円
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
同
グ
ル
ー
プ
一

ト
の
販
売
・
リ
ー
ス
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
ボ

ー
ト
の
販
売
が
増
大
し
て
い

る
そ
う
で
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ

ー
ト
の
ほ
と
ん
ど
の
オ
ー
ナ

ー
は
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
同
社
で
は

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
機
会
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う

な
事
業
を
展

開
す
る
中
で
、

当
協
会
が
水

産
種
苗
の
生

産
・
放
流
・
配

布
な
ど
を
行

い
、
水
産
資

源
の
維
持
・

増
大
に
懸
命

に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、

海
に
親
し
み
、

楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
を

一
つ
の
事
業

と
し
て
い
る

0 4 6 7 - 2 2 - 3 4 0 3 温度管理も実施している水槽

行
は
当
協
会
の

今
井
利
為
専
務

が
案
内
し
、
栽

培
漁
業
関
連
施

設
を
見
学
し
ま

し
た
が
、
上
野

代
表
は
、
今
後
、

同
グ
ル
ー
プ
と

し
て
は
機
会
あ

る
ご
と
に
当
協

会
の
事
業
を
支

援
し
ま
す
、
と

話
し
て
い
ま
し

た
。

　

神
奈
川
ト
ヨ

タ
商
事
は
、
プ

レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

企
業
と
し
て
、
何
ら
か
の
協

力
が
で
き
な
い
か
と
考
え
、

今
回
、
当
協
会
に
寄
付
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
同
グ
ル
ー
プ
は
、

寄
付
活
動
を
行
う
な
ど
、
当

協
会
に
対
す
る
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
種
苗
放
流
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
協
力
を

継
続
し
て
い
く
方
針
で
す
。

栽培漁業施設を見学

「かざして募金」の中止について
平成26年7月から当協会は、ソフトバンクモバイル
株式会社が提供する「かざして募金」に登録し、募
金ができるシステムに参加してきました。
　しかし、募金金額がシステム維持管理費と比較し
て大幅に低いため、「かざして募金」の登録を平成
27年10月で取り消すことにしました。
　今まで「かざして募金」にご寄附頂きご協力いた
だいた方々には御礼申し上げます。

　

こ
れ
ま
で
、

「
マ
ダ
イ
資
源
の

維
持
・
増
大
の
た

め
に
、
と
繰
り
返

し
当
協
会
に
多
額

の
寄
付
を
続
け
て

く
れ
て
い
る
わ
が
国
の
最
大

手
の
釣
り
具
メ
ー
カ
ー
シ
マ

ノ
か
ら
、
昨
年
七
月
、
百
万

円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
平
成
十
三
年
度
の
当
協

会
の
「
マ
ダ
イ
遊
漁
者
協
力

金
制
度
」
ス
タ
ー
ト
時
か
ら

寄
付
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
そ
の
総
額
は
、
約

千
八
百
万
円
に
達
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー

ト
シ
ー
ボ
ニ
ア
マ
リ
ー
ナ
は
、

昨
年
十
一
月
に
開
催
し
た

「
ハ
ギ
マ
ス
タ
ー
２
０
１

５
」
の
参
加
艇
の
参
加
費
の

一
部
で
あ
る
八
万
五
千
円
を

を
当
協
会
に
寄
付
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

同
社
は
、
春
に
「
キ
ス
マ

ス
タ
ー
」
、
秋
に
「
ハ
ギ
マ

ス
タ
ー
」
を
開
催
し
、
そ
の

都
度
、
参
加
者
に
呼
び
掛
け
、

資
源
増
大
に
役
立
て
て
ほ
し

い
、
と
当
協
会
に
寄
付
を
続

け
て
い
ま
す
。

「
ハ
ギ
マ
ス
タ
ー
」参
加
者
か
ら
も

寄付を受ける今井専務

Ｋ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
・
神
奈
川
ト
ヨ
タ
商
事

栽
培
漁
業
振
興
に

　
　
役
立
て
て
と
寄
付

マダイ資源増大に役立ててと
今年もシマノから多額の寄付

リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト

リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト

リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト

　
　
釣
り
大
会
か
ら
も

リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト

　
　
釣
り
大
会
か
ら
も




